
共通して「学校」が要因の一つであることは想像に難くありません。では、もし自死を選んでしまった子ども

たちに不登校が容易にできる環境があれば同じ選択をしていたでしょうか？それなら違う結末が待っていた

かも知れません。我々、大人は学校内や家庭内で起きている個々の問題に直接介入することは難しいことです

が困難な状況を抱えている子どもに対して「逃げてもいいんだよ」「死ぬぐらいなら学校に行かなくってもい

い」という具合に大人が声をかけることで救われる命が確実にあります。 

まずはこのイベントを通して私達と一歩を踏み出してみませんか？ 

 

町田 

学校に行かれないことって悪いこと？ 
 左のグラフは内閣府の平成 27年版自殺対策白書にて発表された「過

去 40 年間の 18 歳以下の累計日別自殺者数」です。このグラフで突出

して自殺数の高い日が 9 月 1 日（131 人／年間 1 位）です。また、前

後の 9月 2日（94 人／年間 4位）、8月 31 日（92 人／年間 5位）と夏

休み明けに集中していることがわかります。 

子どもたちが自ら命を絶ってしまう理由はさまざまですが共通して

「学校」が要因の一つであることは想像に難くありません。 
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では、もし自死を選んでしまった子どもたちに不登校が容易にできる環境があれば同じ選択をしていたでしょう

か？違う結末が待っていたかも知れません。私たちが学校や家庭内で起きている個々の問題に直接介入することは難

しいことです。しかし、私たち大人が困難な状況を抱えている子どもに対して「逃げてもいいよ」「学校以外にも君の

居場所はあるよ」と声をかけることで救われる命が確実にあります。 

イベントを通し、子どもたちには同じ境遇をもった友人を見つける場として、また勇気のある子には困難な経験を

共有してもらうことで大人たちが不登校に対する理解を深めるキッカケづくりをしてもらいたいです。 

参加していだたく大人たちには子どもたちの思いに寄り添い、気持ちを理 

解することで世間から不登校に対する偏見をなくし、子どもたちがより生き 

やすい社会を実現するためのキッカケづくりをしてもらいたいです。 

-私たちと一緒に一歩を踏み出してみませんか- 

寄り添いを考える会ホームページ 

https://yorisoi-machida.jimdo.com/ 
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